


ご挨拶!

!

秋も深まり，冬の訪れを感じる時季となりました。"#"$!年! $"!⽉ $$!⽇〜$"!⽇に開催
される東北⼼理学会第! %&!回⼤会のプログラムをお届けいたします。!

東北⼤学が東北⼼理学会を担当させていただくのは第 '"回⼤会（"##(年 %⽉）以来，
$) 年ぶりのことです。但し今回は東北⼼理学会初の *+, ⼤会です。慣れ親しんできた⼤
会とはあまりにも様⼦が違います。!

慣れ親しんだ通常の⼤会は，まず，準備において，会場の設営などで⾁体労働を伴いま
す。机や椅⼦を運び出してポスターパネルを設置する。案内のビラを貼る。クローゼット
の札の番号を印刷して，せっせと紐を通す。*+, ⼤会では，机を運ぶ代わりに，机上でマ
ウスとキーボードを操作すれば，$ 分もあれば会場設定完了です。準備・運営の⼿間がな
いのはリモートのメリットです。こんなところで，コロナで培われたリモート授業のノウ
ハウが役に⽴つのは⽪⾁な話です。!

また，⼤会当⽇の様⼦も⼤いに違うことでしょう。リモートの学術⼤会は，⾃室で参加
可能です。遠隔地に⾏かずとも参加できますから，経済的には有利です。オンデマンドの
発表資料であれば，時間に拘束されることもありません。ゆえに，ふだんはパラパラとし
か集まらないようなシンポジウムに，全国から数百名が参加してくれた，というようなこ
とも⽣じます。このように，*+,⼤会にも良いところは確かにあります。!

しかし，⽣の対話がありません。学術⼤会とは，会員相互の学術交流が狙いですが，こ
の学術交流には，久々に懐かしい⼈たちと顔を合わせることも含まれるはずです。法事で
親戚が顔を合わせるのに似て，再会には興奮が伴います。研究の話よりも，他愛のない世
間話に花を咲かせることのほうが楽しみであり，開催地の名酒があればなおのこと，とい
うのが正直なところかもしれません。不謹慎かもしれませんが，研究者のコミュニティー
は，こういう⽣⾝の再会の喜びで維持され，強化されるものだと思うのです。!

この，⽣⾝のコミュニケーションを伴わない，味気ない*+,⼤会を少しでも充実させよ
うと，⼤会実⾏委員会の知恵を集めました。まず，学術的な⼯夫としては，全ての研究発
表を⼝頭発表にしました。ポスターやビデオをアップして，それをオンデマンドで視聴し
ていただくのではなく，リアルタイムで研究内容を「語り合って」いただく機会をご提供
したいと考えたのです。" トラックでの開催となりましたが，*+, ゆえに，⾃由に会場
（トラック）を往復してご参加いただけます。再会の喜び確保については，-./01/2! 34/0

というシステムを⽤いて，⽴⾷パーティーのように，⾃由に⼈の輪を⾏き来できるバーチ
ャル懇親会をご⽤意しました。好きなお飲み物⽚⼿にご参集いただければ幸いです。!

⼤学院⽣の無償参加を含む $$ 名の⼤会実⾏委員⼀同，額の汗は僅少ながらも⼼の汗を
かきながら準備を整え，皆様の参加をお待ち申し上げております。!

!

東北⼼理学会第! %&!回⼤会!⼤会実⾏委員⻑!阿部恒之!
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すべての⼤会参加者へのご案内 
 ◆ 会期・会場 

会期：2021 年 12 ⽉ 11 ⽇(⼟)〜12 ⽇(⽇) 
会場：オンライン会場（Microsoft Teams） 
オンライン開催のため，当⽇参加はできません。 
※なお，今回，収集いたしましたメールアドレスは，本⼤会の連絡に⽤いるとともに，学会事務局

に提供し，今後の会員連絡⽤に活⽤させていただきますので，ご容認願います。 
 

◆ ⼤会⾏事 
  （1）本⼤会では，「特別公開講演 1，2」「研究発表」「⾃主企画シンポジウム」「実⾏委員会企画シ

ンポジウム」を⾏います。いずれも Microsoft Teams を⽤いたオンライン会場での開催となり
ます。12 ⽉ 3 ⽇をめどに，全ての⾏事の参加⽤ URL をご登録いただいたメールアドレスに
お送りします。 

  （2）「総会」は⼤会 1 ⽇⽬（12 ⽉ 11 ⽇）の 16 時 15 分から⾏います。参加⽤ URL は⾃主企画シン
ポジウムと同⼀となります。会員の皆様のご出席をお願いいたします。学会事務局より事務報
告等が⾏われます。 

  （3）「懇親会」は⼤会 1 ⽇⽬（12 ⽉ 11 ⽇）の 16 時 45 分から，Spatial Chat を⽤いてオンラインで
⾏います。懇親会参加⽤ URL は各⾏事の参加⽤ URL と併せてお送りいたします。懇親会費は
無料です。学術的な交流の場，新たな出会いの場，旧交を温める場となりますよう，多くの⽅
の参加をお待ちしております。 

 
◆⼤会受付 
 （1）本⼤会はオンライン会場での開催となるため，当⽇の受付等はございません。各企画の参加⽤

URL よりご参加ください。 
 （2）「公益社団法⼈ ⽇本⼼理学会 認定⼼理⼠会の会」との共催企画である「特別公開講演 1」お

よび「特別公開講演 2」のみは⼀般公開となります（参加費無料）。特別公開講演のみ参加希
望の⽅は，12 ⽉ 3 ⽇までに申し込みサイト（https://psych.or.jp/authorization/ninteinokai 
event/）よりお申し込みいただけます。 

  
◆ オンライン会場関係 
   各⾏事・懇親会の参加には，インターネット接続が可能な機器（パソコン，タブレット，スマー

トフォンなど）をご準備ください。 
   Microsoft Teams 
【特別公開講演 1，2」「研究発表」「⾃主企画シンポジウム」「実⾏委員企画シンポジウム」等】 
（1）Microsoft Teams のアカウントは無料で取得できますが，必須ではありません（ゲストとして

の利⽤が可能です）。Microsoft Teams アプリのインストール⽅法や操作，セキュリティ等の
詳細は，⼤会実⾏委員会で返答できませんので，Microsoft Teams のWebサイト
（https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-teams/group-chat-software）をご覧ください。 



（2）各企画のオンライン会場へは，15 分前から⼊室が可能になります。 
（3）事前に「Microsoft Teams の操作⽅法」の確認をお願いいたします。 
 
Spatial Chat【懇親会】 
 参加者のアイコンの距離間と⾳声の⼤⼩が対応し、オンライン上で現実場⾯により近い感覚で会
話ができるコミュニケーションツールです。 
（1）懇親会参加⽤ URL にアクセスするだけでご参加いただけます。Spatial Chat の操作，セキュ

リティ等の詳細は，⼤会実⾏委員会で返答できませんので，Spatial Chat のWebサイト
（https://help.spatial.chat/hc/ja）をご覧ください。 

（2）Spatial Chatへの⼊室時には，「Full Name」を「⽒名（所属）」としてください。下記をご参
考いただけますと幸いです。 

  （参考）①「Full Name」を「⽒名（所属）」を⼊⼒。 
      ②「About」に「紹介⽂など」を⼊⼒。※必須ではありません。 
      ③「Continue」をクリック。 
      ④次の画⾯で、カメラやマイクの設定をご確認いただき、「Join Space」をクリックし

て⼊室。 

 
◆ 注意事項 
 （1）参加者による各講演・発表の録画・録⾳は禁⽌いたします。 
 （2）Microsoft Teams のビデオ・マイク機能は，発⾔時以外はOFFにしてご参加ください。 
 （3）各⾏事のオンライン会場では，司会者・座⻑の指⽰に従ってください。質疑応答などの際に

は，マイク機能をONにした⾳声でのやり取りや，チャット機能を⽤いた⽂章でのやり取り
が利⽤できます。 

 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ ④ 



発表者へのご案内 
◆ 研究発表（⼝頭発表） 

  （1）発表者は，セッション開始の 15 分前にはオンライン会場に⼊室してください。なお，発表者
は⾃分の発表だけでなく，そのセッションすべてへの出席が求められます。 

  （2）発表時間は質疑応答を含め 1 ⼈ 15 分（発表 10 分，質疑 5 分）です。10 分経過で 1鈴，12
分経過で 2鈴，15 分経過で 3鈴が鳴ります。3鈴後はすみやかに次の発表者と交代して下さ
い。 

（3）発表は座⻑の進⾏により進めていただきます。円滑に進めていくため，画⾯共有の⽅法等に
ついては，事前に「Microsoft Teams の操作⽅法」の確認をお願いいたします。 

 
◆ ⾃主企画シンポジウム 

（1）すべての登壇者は，セッション開始の 15 分前にはオンライン会場に⼊室してください。 
（2）発表時間は質疑応答を含め 60 分です。 
（3）発表は企画・司会者の進⾏により進めてください。円滑に進めていくため，画⾯共有の⽅法

等については，事前に「Microsoft Teams の操作⽅法」の確認をお願いいたします。 
 
◆ 発表抄録 

（1）研究発表の主発表者および⾃主企画シンポジウムの企画者は，⼤会終了時（12 ⽉ 12 ⽇ 18時
00 分）までに，発表抄録（PDF形式）を⼤会実⾏委員会までメール
（tpa74@grp.tohoku.ac.jp）にてご提出ください。 

（2）メールには，件名に「研究発表抄録もしくは⾃主企画シンポジウム抄録（⽒名）」，本⽂に
「⽒名」「所属」をご⼊⼒のうえ，送信してください。 

（3）期⽇までに抄録提出がない場合，発表取り消しとさせていただきますのでご留意ください。 
（4）発表抄録原稿のテンプレート（Word 形式）および著作権の譲渡については，⼤会HP

（http://www2.sal.tohoku.ac.jp/psychology/tpa74/）をご確認ください。 
 
第 74 回⼤会に関するお問い合わせ 
東北⼼理学会第 74 回⼤会実⾏委員会 
E-Mail: tpa74@grp.tohoku.ac.jp 
〒980-8576 宮城県仙台市⻘葉区川内 27-1 
東北⼤学⼤学院⽂学研究科 ⼼理学研究室 

 
 
 
 
 
 
 



Microsoft Teams の操作⽅法 
 ◆ Webからの参加⽅法 
   ①メールでお送りします各⾏事の参加⽤ URL をクリックし、画⾯が開いたら「このブラウザーで

続ける」をクリックしてください。 
   ②参加の待機画⾯になりますので、下記の枠で⽰している部分に名前を⼊⼒し、「今すぐ参加」ボタ

ンをクリックして⼊室してください。 

 
 

◆ アプリからの参加⽅法 
    ①メールでお送りします各⾏事の参加⽤ URL をクリックし、画⾯が開いたら「Teams アプリを開

く」をクリックして⼊室してください。 

    
◆ 参加中の操作 
  挙  ⼿：質問をする際などに使⽤します。 
      「挙⼿」のアイコンをクリックしてください。挙⼿した状態でもう⼀度アイコン 

       をクリックすると挙⼿を解除することができます。 
  チャット：⽂章でのコメントをする際などに使⽤します。 
       「チャット」のアイコンをクリックしてください。画⾯右側にチャット欄が表⽰され

ます。 
 
 
 
 
 
 

チャット 挙 ⼿ 

① ② 

① 



◆ 画⾯共有の⽅法（発表者向け） 
  ①「画⾯共有」のアイコンをクリックしてください。 
②下記のように表⽰される画⾯をクリックしてください。 

  ③「共有する内容を選択」から「ウィンドウ」のタブを表⽰させ、共有したいウィンドウを選択
して「共有」をクリックしてください。 

 

① 

② ③ 



!"#$#%&'!"#$%&'(()
(* ) (( *'+((+,&&-(.,(/)
)

!"#$%&'()*+,-./*01$23(4
!

"#$%! &'! ()! *+,-./012345.6-.78129!

!

!"#$ %&'()*+,-./0123456789:;,<,=589>?@A:B$$$ %C'(DE

F>GHAIJKLM4NOP/ Q$ %R>D:+;S,=5TUV/SWX/Y&:=Z[\<=Z]

^_]S`abcVde>fgNY&:hi/jkSl4mfmfg5nmY&:opqf=Zrs<=

Ztuv]/Y&:w,xyz/{|:}~�ÄÅ=ZÇÉÑÖ:ÜáÜ /àâ:-=äãåzçé:,

=5T3AMmèéfêzSë(cM4NOíìîKD:ïe4NñLfêz/ó>òg5G:ôm/,

=5EF>öõúùTûü ¡5LN¢£qf¤¥¦T§¨©4de3ªnMUO«¬­®¯°±²³­´!"µB¶·3n

e6701¸¹S !"#Q %>º»4N:¼½_Ä¾¿ÄÀ/ÁuÂÃ~¤¥¦KUS:ÄfÅôm/EF

>ÆÇbcÈÉTûü5nMUOÊËK:¤¥¦/6ÌÍ'(ÎÏMK>D:èéf,=5EF/ÐoS

 L:Ñ%DÁ¦]Òu¤¥¦/ÓÔÕGº»bcVde>fAM4NÖ×¬Ø¬Ù¬Ú (:B$!#ÛOïPK:

Á¦]Òu/ÜÝÞß¦¤¥¦Tò(Nà5Åá44:P/R/,=5EFâã>än5GÖåJ/Ê

æ>fAMUSÛ§¨©4de3ªnMUOç>:,=5EF/ÄÍ/öÓÔùè/éêTëà5:Îì¸

í/ËéÅEF>î'nïàNðè>,=5EF/ñòTÅóüKLcô3ªg5nMUO®

!

õö®

® ÷øñ¸ù¸úûÖ!"ü" % ý þÛ:÷øñ¸ñ¸ÿ国際ùzEF科修2課程Ö!""µ % ý þÛ:÷øñ¸

ñ¸ÿ教=¸EF科博2課程単位H得退¸ÍÖ!""# % ý þÛ:÷øñ¸教=¸EF科ì師:助教授<准教
授Ö職階Ñ改正Û:B$!! %dA÷øñ¸ñ¸ÿ教=¸EF科教授:B$B! % ý þ退職O博2Ö教=¸Û:í

涯6701¸:8901¸O®

主要f89活動345:!"#$ %&初édAÎÏMK⾃治体+,-.>Å¡V012k務Ö67査õ:

67相談:カウÄセÝÄÀ:-=所巡回相談:-.師-=2ç]uパuvÞョÄ:要-護要rsZ童<未
j¸Z童<çõ妊婦対応çÛO公認01師:89012O® ® ®

!

論ù®

® 加藤道&<⿊澤泰<神⾕哲司ÖB$!QÛ．夫婦¼½_Ä¾¿ÄÀ調整尺Ö作成3,=5Yé>dVêz/

横断q検討.® 01¸EF，#QÖ6Û，µ66-µüµ.®
加藤道&<神⾕哲司ÖB$!üÛ．幼Zé'(⻘%é>Å¡V,どG/外Ïz問題|動3夫婦¼½_Ä¾¿

ÄÀ/関連.® ⼩Z-.EF，ü6Ö6Û，6ýü−6Qý．®

加藤道&<神⾕哲司ÖB$B$Û．幼Zé/,どGTGä+;/夫婦¼½_Ä¾¿ÄÀ調整−⽗;/語A'

(―.® ÷øñ¸ñ¸ÿ教=¸EF科%報，6"Ö!Û，µµ-ü#.®

＊特別公開講演は公益社団法⼈⽇本⼼理学会認定⼼理⼠の会との共催です。®



特別公開公演２（Teams0_2） 
12月 12日（日）11:00–12:15 
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略歴 
東北⼤学⼤学院⽂学研究科博⼠課程後期⼼理学専攻修了後、信州⼤学⼈⽂学部助教授､九州⼤学⽂学部

助教授､東北⼤学⼤学院⽂学研究科教授を経て現在､尚絅学院⼤学⼼理部⾨特任教授。東北⼤学名誉教授。
研究テーマは、補完知覚にかかわる錯視、視覚・聴覚・触覚などのマルチモーダル現象、 ⽂字認識やパ
ターン認識、物体や顔の認知、迫真性や臨場感などの感性⼼理学、⾝体感覚や動作が認知や感情におよぼ
す影響､ ⾔語認知など、幅広く共同研究を展開。 
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定型詩を介した美とユーモアの認知 
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研究発表 5（Teams1_1） 
 

日時: 12月 12日（日）10:00–11:00 

 

座長: 辻本 昌弘（東北大学大学院文学研究科） 

 

1. 大学生の過剰適応傾向者における振り返り日

記を用いた介入の検討 

千田茉裕子 岩手大学大学院総合科学研究科 

 

 

2. 道徳的美しさが顔の美しさ評価に及ぼす影響 西澤理奈 

河内建 

河地庸介 

東北大学文学部 

東北大学大学院文学研究科 

東北大学大学院文学研究科 

 

3. 高齢認知者の方への臨床動作法と回想心理療

法の支援 

上野代南 

三好敏之 

グランダ上杉雨宮弐番館 

尚絅学院大学 

 

4. がん診断期における患者の配偶者の心理過程 三井美波 

細越久美子 

岩手県立大学大学院社会福祉学研究科 

岩手県立大学社会福祉学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

研究発表 6（Teams1_2） 
 

日時: 12月 12日（日）10:00–11:00 

 

座長: 渡部 昌平（秋田県立大学総合科学教育研究センター） 

 

1. 遠隔での協働作業において言語表現の形態が 2

者間の会話と解決行動に及ぼす効果 

伊沢慧 秋田大学大学院教育学研究科 

 

 

2. 大学生の友人関係における親密度の違いが葛

藤解決効力感に及ぼす影響 

齋藤桃子 秋田大学大学院教育学研究科 

 

 

3. SNS 上での炎上の目撃者の対処行動—人間関

係の親密さと対人的態度に着目した検討— 

張時毓 

荒井崇史 

東北大学大学院文学研究科 

東北大学大学院文学研究科 

 

4. キャリアコンサルティング技法を市民に提供

する効果と課題 

渡部昌平 秋田県立大学総合科学教育研究センター 
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研究発表 8（Teams1_2） 
 

日時: 12月 12日（日）13:15–14:15 

 

座長: 伊師 華江（仙台高等専門学校） 

 

1. 顔に対して主観的に感じる性が予測する顔の

魅力度 

河内建 

河地庸介 

東北大学大学院文学研究科 

東北大学大学院文学研究科 

 

2. 口の大きい美人の条件—配置バランスの最適

解を探る— 

宋涵 

河地庸介 

阿部恒之 

東北大学大学院文学研究科 

東北大学大学院文学研究科 

東北大学大学院文学研究科 

 

3. 逆相関法を用いた「有名人の面影のある幼児

顔」の可視化 

大原貴弘 医療創生大学心理学部 

 

 

4. 対人距離に及ぼす顔表情の影響 今井なつこ 

伊師華江 

仙台高等専門学校 

仙台高等専門学校 

 

 

 







 

東北心理学会第 74 回大会 協賛団体ご芳名 
 

株式会社 河北新報社 
株式会社 北大路書房 
竹井機器工業株式会社 

（50 音順） 
 
 
 

東北心理学会第 74 回大会実行委員会（東北大学） 
 

委 員 長 阿部 恒之 
事 務 局 長 河地 庸介 
局 長 補 佐 齋藤 五大 
幹 事 委 員 坂井 信之 

 辻本 昌弘 
 荒井 崇史 

委 員 佐々木 尚之 
 今川 ゆき 
 齋田 涼裕 
 金子 侑生 
 河 内  建 
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